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件  名   

ＩＣＴを活用した教育の推進について 

 

提出理由 

ＩＣＴを活用した教育の推進について、別紙のとおり報告します。 

 

概  要 

１ ＧＩＧＡスクール構想について 

 ⑴ 国の動き 

 ⑵ ＧＩＧＡスクール構想によるＩＣＴ環境整備 

 

２ 本県におけるＩＣＴ教育の現状 

 ⑴ 学校におけるＩＣＴ環境 

 ⑵ 学校におけるＩＣＴ活用状況 

 ⑶ 授業等におけるＩＣＴ活用事例 

 ⑷ ＩＣＴ活用における学びの変化 

 

報告事項 

（ＩＣＴ教育推進課） 


フリーテキスト
イ
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３ ＩＣＴ活用推進の課題と取組 

 ⑴ 教員のＩＣＴ活用指導力向上 

 ⑵ 県立高校の１人１台タブレット端末整備 



３

⑴ 国の動き

● 学習指導要領 総則

総則において、児童生徒の発達の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力（情報モラル
を含む。）等の学習の基盤となる資質・能力を育成するため、各教科等の特性を生かし、
教科等横断的な視点から教育課程の編成を図るものとすることを明記。

１ ＧＩＧＡスクール構想について

国のＧＩＧＡスクール構想の実現

● 国のＧＩＧＡスクール構想（令和元年）

 １人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備

 特別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公

正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現する

 これまでの我が国の教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図ることにより、

教師・児童生徒の力を最大限に引き出す



・高速大容量の通信ネットワーク整備
・義務教育段階の児童生徒１人１台の端末

整備
・高等学校段階における低所得世帯等の端

末整備

児童生徒が使用する端末３
クラスに１クラス分の地方
財政措置

教育のＩＣＴ化に向けた環境整備
５か年計画（Ｈ３０〜Ｒ４）

ＧＩＧＡスクール構想

国・県の動き

○タブレット等の整備
中・高校
（Ｈ３０〜Ｒ２）
特別支援学校
（Ｒ２〜Ｒ４）

〇高速大容量の校内通信ネットワーク更新
〇公立小中学校・特別支援学校小・中学部

１人１台環境の実現
○県立高校低所得世帯等の端末整備

国

県

コロナ克服・新時代開拓のための経済対策
（Ｒ３〜）

・ＧＩＧＡスクール運営支援センター
整備事業

・学校のＩＣＴを活用した授業環境高度
化推進事業

○ＧＩＧＡスクール運営支援センターの
整備（Ｒ４）

○教員１人１台の学習用端末整備
（Ｒ４〜Ｒ６）

１ ＧＩＧＡスクール構想について

⑵ ＧＩＧＡスクール構想によるＩＣＴ環境整備

４

ＧＩＧＡスクール構想・加速・拡充
（〜Ｒ２）
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⑴ 学校におけるＩＣＴ環境

● 県内公立小・中学校

 校内高速大容量通信ネットワークを整備

ネット上にある動画教材などの活用や、遠隔地との同時双方向交流ができる環境が整う

 児童生徒１人１台タブレット端末を整備

様々な学習用アプリを活用して生徒同士の共同作業、小テストの配信・回収等が行える

● 県立高校

 校内高速大容量通信ネットワークを整備

 生徒が所有する端末を学習活動で使用（ＢＹＯＤ(※)方式）

(※)Bring your own device の略。

 令和５年度入学生より１人１台タブレット端末を保護者負担で準備

公費において貸出用端末を整備

２ 本県におけるＩＣＴ教育の現状



６

⑴ 学校におけるＩＣＴ環境

● 県立特別支援学校

 校内高速大容量通信ネットワークを整備

 小・中学部は児童生徒１人１台タブレット端末を整備（高等部はＢＹＯＤ）

 障害に応じた対応機器を整備

・視線入力装置：身体的な制限がある児童生徒に活用
・テレプレゼンスロボット：病室から出られない児童生徒に活用

２ 本県におけるＩＣＴ教育の現状

【視線入力装置を活用した様子】
【テレプレゼンスロボットによる

遠隔コミュニケーションの様子】



ほぼ毎日

58%

週に３～４日

17%

週に１～２日

15%

月に１～２日 6%

未実施 4%

ｎ₌16,161学級

● 市町村立学校において、
ＩＣＴを活用して授業を行っている日数

⑵ 学校におけるＩＣＴ活用状況

２ 本県におけるＩＣＴ教育の現状

７

（県調査「ＧＩＧＡスクール構想実現に向けた進捗状況等に関する調査」（令和４年５月末日現在））
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⑵ 学校におけるＩＣＴ活用状況

● 県立高校及び県立中学校において、
授業や教育活動の中で日常的にＩＣＴを活用している教員の割合

９～１０割

120校 75.5%

６～８割

26校 16.4%

３～５割 9校 5.7%

それ以下 4校 2.5%

※伊奈学園中学校含む

ｎ₌159校

２ 本県におけるＩＣＴ教育の現状

（県調査「端末整備状況及びＩＣＴ活用状況に関するアンケート調査」（令和４年５月末日現在））



９

ほぼ毎日

33校 71.7%

週に数回

12校 26.1%

月に数回 1校 2.2%

ｎ₌４６校

● 県立特別支援学校において、
ＩＣＴを活用して授業を行っている回数

⑵ 学校におけるＩＣＴ活用状況

２ 本県におけるＩＣＴ教育の現状

（県調査「端末整備状況及びＩＣＴ活用状況に関するアンケート調査」（令和４年５月末日現在））

※分校含む



⑶ 授業等におけるＩＣＴ活用事例

● 市町村立学校での活用事例

・学習の個別化（一斉学習・個別学習）

生徒は端末から課題を提出し、先生が添削してい

る場面（小学校５年生 国語：作文）

・遠隔地との交流（一斉学習）

Ｗｅｂ会議システムを使った社会科見学

（小学校５年生 社会：水産）

２ 本県におけるＩＣＴ教育の現状

１０



⑶ 授業等におけるＩＣＴ活用事例

● 県立高校での活用事例

・学習の個別化（個別学習）

理科の授業において、生徒が個人のペースに合

わせて実験動画を確認しながら実習（理科：生物）

・協働的な学び（協働学習）

端末上で、意見交換・議論し、様々な意見や考え

をリアルタイムで整理（総合的な探究の時間）

２ 本県におけるＩＣＴ教育の現状

動画の一部静止画

１１



⑶ 授業等におけるＩＣＴ活用事例

● 県立特別支援学校での活用事例

・学習の個別化（個別学習）

端末のスケジュール機能を活用し、日常生活の

指導に活用

・学習の個別化（個別学習）

アプリ内のイラストから合成音声を作成し、意思

伝達の補助として活用

２ 本県におけるＩＣＴ教育の現状

１２



・教員は授業中でも一人一人の反応を把握できる
→子供たち一人一人の反応を踏まえた、双方向型の
一斉授業が可能に

「１人１台端末」ではない環境 「１人１台端末」の環境

・一人一人の考えをお互いにリアルタイムで共有
・子供同士で双方向の意見交換が可能に
→各自の考えを即時に共有し、多様な意見にも
即時に触れられる

一
斉
学
習

２ 本県におけるＩＣＴ教育の現状

１３

・各人が同時に別々の内容を学習
・個々人の学習履歴を記録
→一人一人の教育的ニーズや、学習状況に応じた
個別学習が可能

・教員が大型提示装置等を用いて説明し、
子供たちの興味関心意欲を高めることは
できる

・意見を発表する子供が限られる

・全員が同時に同じ内容を学習する（一人
一人の理解度等に応じた学びは困難）

協
働
学
習

個
別
学
習

学び
の
深化

学び
の
転換

⑷ ＩＣＴ活用による学びの変化



⑴ 教員のＩＣＴ活用指導力向上

３ ＩＣＴ活用推進の課題と取組

【取組】
 「ＩＣＴ活用プロジェクト」の実施

・学校におけるＩＣＴ活用を推進するリーダー人材育成

・先進的なＩＣＴ活用授業の授業公開や授業視察

✓ＩＣＴに関する研修（県立総合教育センター）
・ＩＣＴを活用した授業の工夫やアプリケーションの活用に関する研修等の実施

✓ＧＩＧＡスクール運営支援センター・ＩＣＴ支援員・Ｗｅｂ相談窓口の設置
・県立学校を対象とした技術的な支援（R4:21校）
・相談対応や研修等の訪問による支援（R3:791件、R4:585件（9月末現在））

 ５か年計画指標
「児童生徒がＩＣＴを活用して学びを深めることを指導できる教員の割合」(全校種)
R2 63.4% → R3 70.0%（速報値） → R8 100%

１４

● 市町村間や学校間でのＩＣＴ活用状況に違いがあり、
教員のＩＣＴ活用指導力向上が必要



端末整備の進捗状況

⑵ 県立高校の１人１台タブレット端末整備

３ ＩＣＴ活用推進の課題と取組

【取組】

 検討中の学校への支援（先行して導入した学校の事例提供、学校への訪問）

 １人１台端末の整備に向けたリーフレットを作成し中学３年生及び保護者へ周知

導入端末の検討済み

108校 82%

検討中

24校 18%

ｎ₌１３２校 （全日制）

１５

● 令和５年度入学生から、生徒の１人１台タブレット環境を目指し、
整備に向けた検討・準備が必要

（県調査「生徒１人１台タブレット端末整備に係る情報共有アンケート」（令和４年９月末日現在））


